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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、リフレクティブなファミリーソーシャルワーク実践教育プログラムの開発
であった。文献研究の結果、現在の地域子育て支援拠点の役割を超えて、地域子育て支援拠点におけるファミリーソー
シャルワーク実践教育が必要であることが示唆された。また、子ども家庭福祉実践者には、自らの実践を概念・理論レ
ベルで吟味、省察し、成長し続ける専門性が求められることが推察された。そして、現職社会人への実践教育の結果か
ら、地域子育て支援拠点におけるファミリーソーシャルワークの必要性が確認された。また、地域との連携と協力を組
織レベルで行う実践が重要であると考えていることも明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study, design and development of reflective family social 
work practice educational program. The results of literature review, beyond the role of current 
community-based parenting support center, it revealed that there is a need for education for the family 
social work practice. In addition, the Child and family welfare practitioners, examine their own practice 
in the concept and theoretical level, the reflective profession that continue to grow has been inferred 
that sought. From the results of recurrent education for the professional practitioner, the need for 
family social work in community-based parenting support center has been confirmed. It was also revealed 
that important practice is at the organizational level to perform the cooperation and collaboration with 
the community.

研究分野：社会福祉学
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１．研究開始当初の背景 
山縣(2002)により子ども家庭福祉サービ
スは子育ち、親育ち、親子関係(子育て・親
育て)、育む環境の育成(家庭・地域) の 4タ
ーゲットであることが示されている。そして、
芝野(2002)によって地域育ちを視野に入れ
た子育ち親育ち実践モデルである親と子の
ふれあい講座が開発されている。高橋(2007)
はイルビーイング(ill-being：病理)が顕在
化してきたときに、全体としての家族関係を
健康化するためのファミリーソーシャルワ
ーク等の個人や家族のウェルビーイング
(well-being)を促進する方向へ家族・家庭を
支えるプログラムの必要性を指摘している。 
全国の地域子育て支援拠点の実態をソー
シャルワークの視点から分析した金子
(2007)の研究により、支援者と保護者との共
育ちパートナーシップ形成、ニーズに基づい
た的確なアセスメント力、他機関連携やネッ
トワーク形成力、総合的ケースマネジメント
力といったファミリーソーシャルワークの
知識と技術が求められていることが明らか
にされた。 
また、大嶋(2009)の研究によって、保育士
養成の教育内容について今後さらに充実が
必要な科目には養成校・施設のいずれにおい
ても家族援助論が最も高いことが明らかに
され、養成校のヒアリング結果からソーシャ
ルワーク、保護者支援に関する科目などの充
実を求めていることも示された。 
さらに、柏女・橋本(2011)は、保育所や保
育士の役割である地域子育て支援において
展開される保育相談支援の体系化、定義、具
体的活動を明らかにするとともに、地域子育
て支援拠点における保護者支援においてフ
ァミリーソーシャルワークを活用する比重
の多いことを指摘している。 
それゆえに、地域子育て支援拠点において
保護者支援を展開していくためには、ファミ
リーソーシャルワーク実践を可能にするフ
ァミリーソーシャルワーク実践教育が不可
欠であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、地域子育て支援拠点にお
ける子育て家庭の交流促進、地域の子育て関
連情報の提供、子育て家庭への相談援助など
のファミリーソーシャルワーク実践につい
て学びあい、リフレクションするとともに、
発掘された実践知を Web-site 型データベー
スへ蓄積して、学びの共同体を創出していく
実践教育プログラムの開発と実施であった。 
 
３．研究の方法 
まず、地域子育て支援拠点におけるファミ
リーソーシャルワーク研修に関する先行研
究を整理し、検討した。 
次に、ファミリーソーシャルワーク実践教
育の理論的拠り所を明らかにするための文
献研究に取り組んだ。さらに、実践教育にお

けるリフレクションテーマを明確にするた
めのファミリーソーシャルワーク実践に関
する調査研究に取り組んだ。 
そして、ファミリーソーシャルワーク実践
教育に関する文献研究と、ファミリーソーシ
ャルワーク実践に関する調査研究の結果か
ら導き出された学びの構成要素を明らかに
した。 
なお、叩き台として作成したファミリーソ
ーシャルワーク実践教育プログラムを試行
して、得られた実践教育の成果については、
分析、検討して国際会議で発表、報告した。 
 
４．研究成果 
（１）地域子育て支援拠点におけるファミリ
ーソーシャルワーク研修 
地域子育て支援拠点には子育て支援の社
会的役割を担うことが期待されていること
から、保育所の主任保育士や地域子育て支援
拠点の施設長や地域子育て支援の実践者な
どによって行われている相談援助やソーシ
ャルワークの知識や技術の習得を目指して
厚生労働省、社会福祉法人日本保育協会、財
団法人こども未来財団、NPO 法人子育てひろ
ば全国連絡協議会により、地域子育て支援拠
点やソーシャルワークの研修が行われてき
た。また、都道府県、市町村、社会福祉協議
会においても保育所や地域子育て支援拠点
におけるソーシャルワーク研修が取り組ま
れていた。 
しかし、地域子育て支援拠点におけるファ
ミリーソーシャルワークを担うべきファミ
リーソーシャルワーカーの養成と研修は行
われていない。そのため、ファミリーソーシ
ャルワーク実践が必要であるにも関わらず、
実践がなされているとはいえない現状があ
った。 
こうした危機的な状況を招いた要因の一
つに、地域子育て支援拠点におけるファミリ
ーソーシャルワークを担うべきファミリー
ソーシャルワーカーの養成と配置を今日に
至るまで置き去りにしてきた点があった。 
多くの実践現場でファミリーソーシャル
ワークの役割を保育士が担ってきたのは、地
域子育て支援拠点にファミリーソーシャル
ワークの担い手としてファミリーソーシャ
ルワーカーを専属で配置しなければならな
いという法・制度がないということが影響し
ているものと考えられた。 
また、児童福祉法第二十八条の八に、市町
村が子育て支援事業に係る福祉サービスの
連携、調整、体制整備に努める役割が明記さ
れており、市町村は各種の子育て支援事業に
関する情報提供、相談・助言、コーディネー
トの役割を担っている。そうした中、地域子
育て支援拠点にもファミリーソーシャルワ
ーク実践が求められている現状があった。 
そのため、地域子育て支援拠点が現在担っ
ている役割を超えて、ファミリーソーシャル
ワークを実践するために、ファミリーソーシ



ャルワーク実践教育とその配置が喫緊の課
題であることが示唆された。 
 
（２）実践教育理論に関する文献研究 
子育て家庭が抱える多様な生活上の問題
が複雑に絡み合っている問題を理解し、解決
するために必要となる専門的力量の形成に
迫る実践教育理論であるデューイ（1910）に
よる「反省的思考」、佐藤（2006）による「学
びの共同体」、ショーン（1983）による「リ
フレクティブプラクティショナー」、志水
（2009）による「スクールバスモデル」を取
り上げて、実践教育理論に基づいた実践の必
要性について整理、検討した。 
地域子育て支援拠点の実践の担い手への
研修において、子育て家庭への支援において
必要になってくる子育て家庭と専門施設と
の連携・調整、相談援助といったファミリー
ソーシャルワークの実践に関する知識と技
術など専門的力量を向上させるための家庭
支援力を養成する実践教育が必要となって
きている。 
しかし、実践教育理論に基づいたファミリ
ーソーシャルワーク実践教育が行われてい
ないため、複雑で難解な問題がさまざまな要
因と関連して生起している子どもと家庭を
取り巻く生活上の問題に対応して、難しい問
題を理解し、問題解決していくファミリーソ
ーシャルワーク実践をどのように学ぶのか
明らかになっていない。 
また、ファミリーソーシャルワーク実践教
育に関する理論的研究が見当たらないため、
実践教育理論に基づいたファミリーソーシ
ャルワーク実践教育プログラムは存在して
いない。  
子どもと家庭を支援する実践者という専
門職を養成する教育や現職社会人を対象と
した研修において、厳密な科学的手法に基づ
いた実証的研究の成果により得られた理論
と、その理論に基づいた応用科学研究の成果
を学ぶことは、理論に基づいた実践を行う上
で不可欠である。 
しかし、応用科学研究成果に基づいた実践
に取り組んでいたとしても、子どもと家庭を
取り巻く環境が、多様な生活上の問題が複雑
に絡み合っていることから、専門的な知識や
技術だけで、問題を理解し、問題を解決する
ことには限界がある。 
そのため、子ども家庭福祉実践においても、
厳密に細分化された専門知識と技術を習得
して、理論に基づいて実践する際に生じる理
論と実践の乖離や、知識と技術を適用した
「思考」と「活動」の間に生じる葛藤の克服
に迫る実践に必要となる実践教育理論の吟
味、検討が求められる。 
Dewey（1910：2-14）は『思考の方法』の
中で、反省的思考の特徴を、連続性、信念、
活動、粘り強さ、注意深い熟慮と捉えており、
「苦しみを伴う深い探究」をその中心概念に
位置付けていた。  

複雑で難解な問題がさまざまな要因と関
連して生起している子ども家庭福祉実践を
行う上で、生活上の問題理解と解決への探究
は不可欠である。また、学び合う実践者の共
同体を創出するとともに、研究者と継続的に
複雑で難解な問題に対して粘り強く取り組
む信念と注意深い熟慮がなければならない
ことが示唆された。 
佐藤（1995）は、デューイの教育哲学を研
究し、概念や意味を再検討しており、デュー
イの教育哲学に基づいて佐藤（2006）により
「学びの共同体」の教育ヴィジョンが、創り
出され、国内外に広く普及している。 
21 世紀型の教育ヴィジョンと呼ばれてい
る「学びの共同体」は、公共性、民主主義、
卓越性、学び合い、共同体、同僚性といった
概念を中核として、創り出されていた。 
子ども家庭福祉実践においても、実践者が
専門家として成長し合う「同僚性」を構築し
ないかぎり、複雑で難解な問題を理解し、解
決することはきわめて困難である。また、経
済的、心理学的、生理学的、社会学的問題が
複雑に絡み合ったレベルの高い課題を解決
するためには、慎ましやかに、他者の話に耳
を傾けながら、難しい課題に挑戦し、そこか
ら学ぶという謙虚さが不可欠となる。 
言い換えれば、苦しみを抱えた人に寄り添
い、ともに生きる中で、学び合う「共同体」
を構築できなければ、複雑で難解な生活上の
課題を解決することは、きわめて困難となる
ことが示唆された。 
Schön（1992：123）は、「デューイの反省
的思考を中核とする探究の理論を発展させ、
反省的実践の効果を実証的に研究すること
で独自の理論を創り出している」と述べてい
る。また、佐藤（2001：2-3）は、ショーン
が創り出したリフレクティブプラクティシ
ョナーの概念について「『反省的実践家
（Reflective Practitioner）』は、ショーン
の提示する専門家像を示す概念であり、彼の
オリジナルな造語である。『反省的実践
（reflective Practitice）』という言葉それ
自体は、デューイの『思考の方法』（How We 
Think、1910）の『反省的思考（reflective 
thinking）』に由来しており、ショーンの独
自の用語ではない」と述べており、ショーン
が創り出したリフレクティブプラクティシ
ョナーの概念は、デューイの反省的思考に由
来していると指摘している。 
子ども家庭福祉実践において、厳密に細分
化された専門知識と技術を習得して、理論に
基づいて実践する際に生じる理論と実践の
乖離や、知識と技術を適用した「思考」と「活
動」の間に生じる葛藤の克服に迫る実践を行
う上で、日々の実践を省察し、探究する必要
性が示唆された。 
イギリスにおける「効果のある学校」の考
え方に基づいて、志水（2009）は「力のある
学校」の特徴である「スクールバスモデル」
を創り出している。 



志水（2009：71）は、「ここでいう『スク
ールバスモデル』とは、『力のある学校』の
特徴と思われるポイントを 8つの項目（サブ
カテゴリーに分けると 17 個）に整理し、そ
れをスクールバスのイメージにまとめたも
のである」と述べており、 17 のサブカテゴ
リーから構成される 8項目（「t」「o」「g」「e」
「t」「h」「e」「r」）が学校をエンパワーする
ために必要な要素であると明示している。 
地域子育て支援拠点においても、例えば、
被虐待児への支援や虐待をしている親への
相談援助の場面において、専門職間の連携・
協力や同僚とのチームワークが不可欠とな
ることがある。そうした場合は、地域子育て
支援拠点において「気持ちのそろった教職員
集団」で示されている「チーム力を引き出す
リーダーシップ」「信頼感にもとづくチーム
ワーク」及び「学び合い育ち合う同僚性」と
いった規範的概念が必要になってくる。また、
児童虐待予防の必要性や重要性を職員全体
で理解するために「ヴィジョンと目標の共
有」を職場で行うとともに、「柔軟で機動性
に富んだ組織力」を高めていくことも求めら
れることが示唆された。 
南（2009：80）は、省察学習教育の効果測
定における省察レベル判定基準として、単純
レベル省察記述から概念・理論レベル省察ま
での 5 段階の省察レベルを定義し、レベル 5
に「概念・理論レベル省察：Conceptual & 
Theoretical Reflectivity（概念や理論に照
らして分析できていること）」を示している。
概念・理論レベル省察は、自らの実践を概念
レベルで振り返ったり、実践のレパートリー
の構築を助けたりすることに加えて、実践と
理論をつなぐことに貢献する点において意
義がある。 
今後、子ども家庭福祉実践者には、一般
的・普遍的な理論に関する専門知識と技術の
適用による問題理解、問題解決とともに、あ
いまいで不確実かつ複雑な現代的課題に対
して、自らの実践を概念・理論レベルで吟味、
省察し、成長し続ける専門性が求められる。
そのため、日々の実践を省察する専門的力量
が形成される子ども家庭福祉実践教育が必
要である。 
 
（３）子育ち子育てニーズに対応するファミ
リーソーシャルワーク実践に関する調査 
ファミリーソーシャルワーク実践教育に
おけるリフレクションテーマを明確にする
ため調査を実施した。地域子育て支援拠点の
利用期間と子育てを楽しむ実感が子育ち子
育て環境にどのような影響を及ぼすか検討
した。調査から示唆された結果については、
地域子育て支援拠点におけるファミリーソ
ーシャルワーク実践教育プログラムにおけ
る学びの構成要素に導入した。 
調査対象者は、地域子育て支援拠点利用者
657 名であった．利用者の年代別構成比は，
20 代が 192 名（29.2％）、30 代が 431 名

（65.6％）、40 代が 34 名（5.2%）、総計 657
名であった。なお、利用者の末子の平均年齢
は、1歳 6ケ月であった。 
分析においては、IBM SPSS Statistics 21.0
を用いて集計と解析を行った。子育ち子育て
環境 18 項目を因子分析し、地域子育て支援
拠点の利用期間短群・長群と子育ち子育て環
境因子の下位尺度得点の関連を2要因混合計
画の分散分析により検討した。また、子育て
を楽しむ実感高群・低群と子育ち子育て環境
因子の下位尺度得点の関連についても2要因
混合計画の分散分析により検討した。 
地域子育て支援拠点利用前後の子育ち子
育て環境と利用期間との関係を分析した結
果、利用後の得点が利用期間短群よりも長群
の方が有意に上昇する傾向があるという交
互作用が確認された。それゆえに、地域子育
て支援拠点の利用が短い利用者よりも長い
利用者の方が、地域子育て支援拠点の利用に
よる「子育て仲間作り」と「子どもへの関わ
り方」において有意な効果のあることを示唆
した。また、地域子育て支援拠点利用前後の
子育ち子育て環境と子育てを楽しむ実感と
の関連性を分析した結果、子どもと過ごす時
間を楽しいと感じている高群よりも低群の
方が利用後の得点は有意に上昇する傾向の
ある交互作用が確認された。それゆえに、子
どもと過ごす時間を楽しいと感じていた利
用者よりもそうでない利用者の方が、地域子
育て支援拠点の利用による「子育て仲間作
り」「親子遊び」において有意な効果を示し
た。 
 ファミリーソーシャルワーク実践教育に
関する文献研究と、ファミリーソーシャルワ
ーク実践に関する調査研究の結果、「法・制
度及び地域子育て支援に関する先行研究」
「ファミリーソーシャルワーク実践理論」
「実践モデル」「力のある『地域子育て支援
拠点』を創り出すための『ファミリーソーシ
ャルワーク実践』のリフレクションと学び合
い」「各学習課題別グループ討議と成果レポ
ート提出」から構成される学びの構成要素を
導き出した。 
 
（４）子どもと子育て家庭を支援する現職社
会人などへのファミリーソーシャルワーク
実践教育の試み 
講義の対象は子どもと子育て家庭を支援
する現職社会人など 17 名であった。 
講義内容は、地域子育て支援に関する法制
度、岡村ソーシャルワーク実践理論、親と子
のふれあい講座、保育相談支援であった。 
その後、地域子育て支援に関する日々の実
践を聴き合い、語り合うなかで、子ども家庭
福祉実践者間で、自身の実践を省察した。 
その後、ウェブサイト・データベース上の
moodle 機能を使用して、学習成果を自由記述
課題として提出し、回答を分析対象とした。 
自由記述レポート分析のコーディングに
は PASW Text Analysis for Surveys3.0 を使



用し、主成分分析及びクラスター分析には
PASW statistics 17.0 を用いて統計分析した。
なお、コーディング及びクラスターの命名に
おいては社会福祉及び心理の3名の専門職に
よる協議を行った。 
分析の結果、地域子育て支援拠点における
親へのファミリーソーシャルワークは必要
である、保育所や幼稚園には地域とつながり、
支援する役割があるという2つのクラスター
が得られた。結果から、地域子育て支援拠点
におけるファミリーソーシャルワークの必
要性が確認された。また、地域との連携と協
力を組織レベルで行う実践が重要であると
考えていることも明らかになった。 
デューイやショーンは、省察し、探究する
思考の重要性を指摘している。現職社会人へ
の実践教育において、日々の実践を省察する
課題によって、活発な議論がなされた。そし
て、岡村理論や親と子のふれあい講座や保育
相談支援などの実践理論や体系化された実
践モデルをふまえて思考し、探究することで、
概念・理論レベル省察に迫ることができるの
ではないかと考えられた。 
なお、本研究を通して得られた研究成果に
ついては、今後学会誌へ投稿するとともに、
著書として出版することにより公表する予
定である。 
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